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が，పఈ的に生育を促進する技術体系
に学ぶことは多い。

トルコギキョウは౔৕ප害等の影響
が大きく連作がࠔ೉である。オランダ
では大苗をີ植してࠜ域を౔৕の浅૚
にݶ定し，改植の度にৠ気による౔৕
ফಟを行うことによって連作を可能に
している。զʑは日本の市場ニーズに
あった切り花を౔৕ফಟが不要な水耕
栽培によって年 3 作する技術開発を
行った（図 -8）。高ਫ਼度な計ը生産は
未達成であるが，品種のબ定と白熱灯
による開花促進，二酸化炭素施用等に
よる光合成促進やύッドΞンドϑΝン
およびώートϙンプによる冷房，これ

らのෳ合環境制ޚ技術によって周年生
産が可能であることを実ূした。今後
も日本型の効率生産シスςムとして，
切り花品質の季節間差の解ফや計ը生
産のਫ਼度の向上のための技術開発を進
める༧定である。
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　図 -8　  水ߞ栽培によるトルコギキョウの
栽培状況

　ナスՊホオズキଐのΞメリΧݪ産の一年生ؼ化草本。ാ地，
ࣳ地，ߥ地，道端など，૫せたところから肥ཊなところまで౔
৕の種類をબばずに生えてくる。草高 30cm から 1m，葉ᡫに
1cm ほどのഋ状の୶ԫ色の花を単生し，ख़すと 1.5cm ほどの
球形の果実はホオズキ状の᣾にแまれる。そのホオズキ状の᣾
が風鈴のようにਨれ下がるから「ϑウリンホオズキ」と໊ͮけ
られたとされるが，ホオズキଐのものはみなਨれ下がる。
　ώロハϑウリンホオズキは熱帯ΞメリΧݪ産で，日本にはߐ
時୅後期に持ち込まれたとされる。また，同ଐのホオズキはށ
東ΞδΞݪ産とされ，日本でもݹくから栽培されてきた。
　ホオズキの方は，ށߐ時୅以降には日本各地で「َ

ほお

灯
ずき

市」が
開かれるほどに栽培され，平安の時୅にはༀ用，৯用，観賞用
として栽培されていたようである。その赤らむホオズキ状の᣾
Ώえに，;っくらとした色Ԓのඒしいもののᄻえにも使われ，

第ޠ物ࢯ部は源ࣜࢵ 28 ஽「野෼」の中で，野෼のਧきߥれた
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ᕶなどい;めるやうに;
くらかにて，൅のかかれるܺʑうつくしうおぼΏ」とݴわしめ，

「酸ᕶ」が引き合いに出てくる。
　ホオズキの໊ݹを「ً
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」とも「赤かがち」ともいう。ݹ事
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໊௣が遠࿊ஐの
容๴を「その目は赤かがちのよう」と౴える。ਅっ赤に，らん
らんとًく؟は，赤くख़れたホオズキを連૝させるほどにສ葉
ਓにもҹ象的であったのであろう。
　ώロハϑウリンホオズキも，風鈴状にਨれ下がる᣾がਅっ赤
になれば，今ほどにはݏわれていなかったかもしれない。いや，
反対に，ダイズാにਅっ赤な風鈴が下がり始めると，それを目
ҹにࠜこそ͗ൈき取られることになっていたのかもしれない。
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